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ここでご紹介するのは『全地球史解読』と

いう分野の枠を越えた総合的研究プログラム

の成果です（表 1）。この研究プログラムの本

来の狙いは、全地球の全史を全解読しようと

いう野心的な目標を掲げ、古い時代の地層と

いう物証に基づいて、その解読に必要な方法

を模索し、開拓しながら、できることから着

実に研究を積み上げていく一歩を画するとい

うものです。また、教科書的な律儀な目標と

して、地球の中心にある鉄でできた核の状態

から地球をとりまく宇宙の環境までをひとつ

のシステムの歴史としてとらえ、おぼろげに

でもわかったことをほかの人々にもわかって

もらえるように表現するということもありま

す。しかし、本音はそれだけではなく、地球

という私たちの命を生み育ててきた母の生い

立ちの歴史を学んで知り、われわれはいった

いどこからきた何者で、どこへいくのか、私

たちの娘や孫娘たちの将来行く先も照らして

みたいものだ、という気分もおおいにありま

した。

新しい地球観を求めて

私たち地球の生命は、40億年ほど前に地球

で生まれたため、そのくらい昔の地球の歴史

から考えることには大きな意味があるでしょ

う。たまたま、私たちは地球科学の研究者で

あると同時に生身の人間でもあるので、地球

と生命をつないで理解したいと考えています。

太古代の大気は二酸化炭素で、地球の海は

水でできていたため、地球上にもっともあり

ふれて豊富にある元素は、水素と酸素と炭素

です。それらがひとりでに組合わされてでき

る分子のうち、自己触媒機能をもって、自分

を複製できるものができたのは、おそらく海

底火山付近の地下にある割れ目のなかだった

と推定されています。そこでは、無機塩類を

含む 100℃以上の高温の水が循環していたで

しょう。この全地球史解読研究では、その証

拠ではないかと推定される有力な試料を見つ

けましたが、そんな発見の話も聞いていただ

きます。
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表1 全地球史解読プログラムとは

遠く過ぎ去ってしまった40億年にわたるたった

1回の地球の歴史を、物証に基づいて組織的に読み

出す、という目標に向けてその手法を開拓しなが

ら出発した総合的な研究計画

新しい地球観を求めて
地球の歴史を解読する試み

熊澤　峰夫
名古屋大学名誉教授



こうしてできた有機分子の 40億年ほど後の

子孫が、われわれヒトです。いわば私たちは

地球そのものの一部で、そこに生えたコケみ

たいな存在だったと考えられます。そのよう

なものが 40億年を経て知性を備え、世界とは

何か、宇宙とは何か、自分は何者かなどとい

う疑問をもって答えようとすることになりま

した。つまり、地球を全体としてみると、そ

の一部分が知性をもってしまった、もっと極

言すれば、地球が自分は何かと問うようにな

ったともいえるのではないでしょうか。

このように考えると、死生観を、もっと広

い立場で生命観、地球生命観、さらに地球観、

宇宙観のなかに位置づけないと、ほころびが

でてしまうでしょう。

ところで、地球や生命の起源や進化につい

ては、神話や聖書の教養や考え方、生活のな

かにもまだ染みついています。西欧諸国や日

本のように近代的な社会においても、忙しい

大人は、昔、学校で学んだ知識をもったまま

で、それは更新されないのが普通です。科学

研究の現場にいる研究者でも、ちょっとよそ

見をしていると、自分の専門領域のことでさ

え、たちどころに理解できなくなってしまい

ます。

地球科学の分野では、後で述べるように、

30年ほど前にプレートテクトニクスという考

えが登場しました。それは、新しい地球観を

もたらした科学革命だといわれ、教科書がが

らりとかわりました。また、宇宙科学が発展

し、隕石の研究や惑星探査のさまざまな観測

データが得られ、地球は宇宙に開いた存在で

あると実感できるようになりました。生命科

学の分野でも、分子生物学の刷新的な進展が

あって教科書がかわりました。もちろん、ほ

とんど変化していない部分もあります。でも、

周辺の諸分野の理解が進んでくると、これま

でにわかっていた個別的な部分でも、全体の

なかに合理的に位置づけられて総合的な理解

が進みます。そのため、最前線にいる研究者

たちの地球観も年々変遷しつつあるのですが、

研究が深く進めば進むほど専門分化が著しく

なり、ひとりでは全体像を正確には把握しき

れなくなります。しかし、それを何とか解決

する方法があるのです。

個別的なことが部分的にはわかっても全体

がみえない、ということを日常的に経験しま

す。全体を把握するには、私たちが「疎視化」

と呼んでいる方法があります。例えば、森は

たくさんの木からできており、木には葉があ

って実がなり、それを食べる鳥がいます。木

や鳥の種類を知らなくても、遠くから緑色の

山をみて、そこに山があり谷があり鳥も住ん

でいることは、鳥や木や山の専門家の研究成

果を解説してもらって推理することで、研究

者でなくてもだいたいわかった気になれます。

実は、個別分野の専門家たちも互いにそうし

て教えたり教わったりしながら、およそわか

っている気になっているだけなのです。

科学者たちはそんないい加減なことをして

いるのか、と思う方もおられるかもしれませ

んね。でもそれが、われわれがわかることへ

の最善の道を探りつつ、個別的な問題につい

て詳しい研究者の集団の力を総合して、実現

できている現実の姿なのです。要するに、部

分部分のすべてを詳しく知らなくても、それ

らの裏づけと積み上げの結果を粗くみたほう

が、大局は把握できる場合があります。逆に、

これこそが求められているのでしょう。疎視

化とは、われわれが日常生活で実際にやって

いることを言葉にしただけだと考えていただ

いてよいと思います。全地球史解読というの

も、そういう見方で、個別的な小さいことを

研究しつつ積み上げ、われわれのきた道、地

球や生命の歴史を包括的な地球観として把握

しようというわけです。
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